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ステージ１～３への研究開発体制の変遷

【ステージ１】
１０カテゴリー
２６グループ

【ステージ２】
９カテゴリー１２グループ

【ステージ３】 ４カテゴリー７グループ

エコシステム研究開発は、
領域を絞りつつも、すそ野の拡大に注力

モデルケース研究開発は、
協働と競争の中でロールモデルを選抜



ブレインロイドによる心に響くコンテンツの検索

京都大学神谷教授

T Horikawa, Y Kamitani, Nature communications, (2017)

『脳を見える化する』

⇒アート領域に展開し、新たな価値を創出
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Yamashita et al. Scientific Reports (2015), 
Megumi F et al. Frontiers in Human Neuroscience (2015),
Koizumi et al. Nature Human Behaviour (2016)

ニューロフィードバックによる認知機能の低下防止

ATR川人所長

⇒スタートアップを創業し、現在活動を拡大中
（製薬、ICT、医療機器メーカと共同研究進行中）



脳回路の計測に基づく、精神疾患の診断から治療へ （株式会社XNef *）

ＡＴＲ脳情報通信総合研究所所長 川人他５名で２０１７年に創業したスタートアップ
２０19年に、１．８億円の増資を実施。資本金（資本剰余金を含む）：２億円*)XNef

XＮefの事業目的

症候に基づく診断から
fMRI画像での新規な診断へ

精神疾患薬の
創薬支援技術

診断に基づく革新的治療法
（個別化治療技術）

【補足】ニューロスタートアップの現状①：新たな診断・治療の提供
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１０年後に精神疾患の「個別化医療」を （株式会社XNef ）

→2020年度中にＰＭＤＡ承認（予定）

脳回路マーカのうつ病診断システム

→2020年度でのＰＭＤＡ承認後直ちに

ネットワーク経由の
うつ診断補助サービスイン

診断技術および患者層別化技術
の実用化

→ 国内の製薬メーカ－、ＩＣＴ企業、
医療機器メーカと共同研究進行中

実用化に向けた企業間協力

【補足】ニューロスタートアップの現状②：個別化医療の社会実装
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大阪大学石黒教授

Christian I. Penaloza & Shuichi Nishio, Science Robotics, Vol 3, Issue 20 (2018).

⇒社会実装に向けた、研究開発を継続中

アンドロイドによる新たな脳機能の獲得


















